んで いるよう に 思われた。 そして、 あちこちから 仰山 

らしい 爆笑が 上り、 上流の 人達が 交わす 嬌声の 外 は、 

何 一 つ 聴こえなかった けれども、 その 渦の 中で 一人 超 

然とし、 絶えず 嘆く ような 繰言 を 述べ立て ている 一 群 

があった。 

その 四、 五 人の 人達 は、 どれ もこれ も、 薄い 削いだ 

ような 脣 をして いて、 話の 些 中には、 極まって 眉 根 を 

寄せ、 苦い 後口 を 覚えた ような 顔になる のが 常で あつ 

いわゆる 

た。 その 一 団が、 所謂 Viles (碌でなしの 意味 —— 劇 

評 家 を 罵る 通語) なので ある。 

彼等 は 口を揃えて、 一人 憤然と この 劇団から 去った、 



風 間 九十 郎の 節操 を 褒め 讃ぇ ていた、 そして、 

のリ みず りんたろう クルチ ザン 

法 水 麟太郎 の 作 「ハム レットの 寵妃」 を、 

ゼ . マウ リング . ブランド 

「悼まし き 花嫁 (チヤ ー ルス 二世の 淫靡 を 代表す ると 

云われる ウィリアム • コン グリ ー ヴの 戯曲)」 に 比較し 

て、 如何にも 彼らし い、 ふざける にも 程が ある 戯詩だ 

と 罵る ので あつ た。 

が、 訝 かしい 事に は、 誰 一人と して、 主役 を 買って 

出た、 彼の 演技に 触れる ものはなかった ので ある。 所 

が、 次の 話題に 持ち出され たの は、 いまの 幕に、 法 水 

が 不思議な 台詞 を 口にした 事であった。 

その 第三 幕 第 四 場 —— 王妃 ガ— トル— ドの 私室 だけ 



は、 ほぼ 沙 翁の 原作と 同一で あり、 ハム レット は 母の 

不貞 を 責め、 やはり 侍従長の ポロ — ニァス を、 王と 誤 

り 垂幕 越しに 刺殺す るの だった。 その 装置に は、 背面 

を 黒い 青 味 を 帯びた 羽目が※ 〔# 「糸+ 尭」、 224- 上 つ 

プロ セニ アム 

ていて、 額縁の 中 は、 底 知れない 池の ように 蒼々 と 

していた。 そうした、 如何にも 物静かな、 悲しい 諦め 

の 空気 は、 勿論 申し分な しに 王妃の 性格 を —— 弱き者 

よと 嘲 けられる、 弱々 しさ を 様式 化して はいたが、 俳 

優 二人の 峻烈な 演技 —— わけても 王妃に 扮 する、 

きぬがわ あきこ いぶき 

衣川 暁 子の 中性 的な 個性 は、 充分 装置の 抒情 的な 気息 

を、 5 倒して しまう ものであった。 



でな く、 末に は諾 威の 王子 フォ— ティン プラスと も 

通謀して、 ハム レット 亡き後の 丁抹 を、 彼の 手中に 与 

えてし まう ので ある。 

その 女ホレ イシ ョの媚 体 は、 孔雀の 個性 そのもので 

あるせ いか、 曾ての 寵妃 中の 寵妃 —— ェ— ネ. ソレル 

の妖浃 振り を 凌ぐ ものと 云われた。 

従って この 淫蕩 極まりない 私 通史に は、 是非の 論が 

暄囂と 湧き起らずに はいなかった。 第一、 女ホ レイ 

ショの 模本が あれこれと 詮索され て、 或は 妖婦 ィムぺ 

リア だと か、 クララ • 1 アツ ティン だと か 云われ、 また 

グラマ チクス の 「丁 抹史」 や、 モルの 



1 アイ . エロ テイク ス + イン . リ テラ ツル . ゥ ント. クンスト 

「文学 及び 芸術に 於け る 色情 生活 〔# ルビの 「ディ • ェ 口 

テ イクス • イン • リ テラ ツル • ゥント • クンスト」 は 底本で 

は 「ディ • ェ ロティ クス • イン • リ テラ ツル ゥ • ト • クン 

スト 匕 など も 持ち出されて、 些細な 考証の、 末々 まで 

も 論議され るの だった。 

然し、 劇壇 方面に は、 意外に も 非難の 声が 多く、 結 

局、 華麗 は 悲劇 を 殺す —— と 罵られた。 勿論 その 声 は、 

風 間 九十 郎に 対する 隠然た る 同情の 高まりな ので あつ 

た。 

風 間 九十 郎は、 日本の 沙翁劇 俳優と して、 恐らく 古 

今 無双であろう。 のみならず、 白鳥座の 騎士 —— と 云 



われた ほどに、 往古の エリザベス 朝 舞台に は、 強い 憧 

れを 抱いて いた。 

ボ— ダ— ハイン ダ— アツ パ— 

(前、 奥、 高) と、 三部に 分れる 初期の 沙翁舞 

台 —— 。 その 様式 を 復興しょう として、 彼 は 二十 年 前 

の 大正 初年に 日本 を 出発した。 それから 地球 を 経め ぐ 

り、 ス タニス ラウス キ— の 研究所 を 手始めに して、 凡 

あんぎゃ 

ゆる 劇団 を 行脚した のだった。 

けれども 彼の、 俳優と しての 才能 は ともかく として、 

その 持論で ある 演出の 形式に は、 誰し も 狂人と して 耳 

を かそうと はしなかった。 そして、 疲れ切った 身に 孔 

雀 を 伴い、 敗残の 姿 を 故国に 現わした のが、 つい 三年 



前の 昭和 X 年 —— 

そう 云えば、 滞 外 中 九十 郎が、 第二の 妻 を 持ち、 そ 

の 婦人と は、 ラヴ エンナで 死別した と 云う 噂 はあった 

けれども、 その 浮説が 遂に、 混血児の 孔雀に 依り 裏書 

された 訳で ある。 

然し、 日本に 戻って からの 九十 郎に は、 言葉に 不馴 

れ のせい もあって、 それ は 非道い、 厭人 癖が 現われて 

いた。 のみならず、 声音まで も 変って しまって、 その 

豊かな 胸声 は、 さながら 低音の 金属 楽器 を、 聴く 思い 

がする のだった。 然し、 その後の 生活と 云えば、 どう 

して 不幸 どころ ではなかった ので ある。 



いた。 

ところが、 そこへ 他の 資本 系列が 加わる につれ て、 

九十 郎の 主張 も、 いっか は 顧みられ なくなって しまつ 

た。 それで はせ めて、 クル— ゲルの 沙翁 舞台と も —— 

と 嘆願した ので あつたが、 それさえ 一蹴され て、 つい 

に 〔# 「ついに」 は 底本で は 「つ ひに 匕 その 劇場 は、 バイ 

口 イト 歌劇 座 そ つ くりな 姿 を 現わす に 至 つ た。 

プロ セ 二 アム 

もちろん 舞台の 額縁 は、 オペラ 風の ただ 広い もの 

となった。 また、 その 下に は、 隠 伏奏 楽 所 さえ 設けら 

さじき 

れて、 観客席 も、 列 柱に 囲まれた 地 紙 形の 桟敷に なつ 

てし まった。 これで は、 如何にし ようとて、 沙翁 劇が 



そして、 その 足で、 何処 ともなく 姿を晦 ましてし まつ 

た —— と 云う のが、 恰度 二月 ほど まえ、 三月 十七 日の 

夜の ことだった ので ある。 

それなり、 バルザックに 似た 巨軀 は、 地上から 消失 

してし まい、 あの 豊かな 胸声に、 再び 接する 機会 はな 

いように 思われた。 が、 また 一方で は、 それが 法水麟 

ライム 

太郎 に、 散光 を 浴びせる 動機 ともなつ たので ある。 

あの 一代の 伊達男 II 犯罪 研究家と して、 古今 独 歩 

を唱 われる 彼が、 はじめて 現場なら ぬ、 舞台 を 蹈む事 

げんき 

になった。 然し、 決して それ は、 銜 気の 沙汰で もな く、 

勿論 不思議で も 何んでも ない ので ある。 曾て 外遊の 折 



に、 法 水 は 俳優 術 を 学び、 しかも ルジェ 口. ルジェ リ 

(ァ レキ サン ドル • モイ ッシィ と 並んで、 欧州の ニ大ハ 

ム レット 役者) に 師事した ので あるから、 云わば 本職 

はだしと 云って よい —— 恐らく、 寧ろ ハム レット 役者 

として は、 九十 郎に 次ぐ ものだった かも 知れない。 

従って、 興業 政策の 上から 云っても、 彼の 特別 出演 

は 上々 の 首尾で あり、 毎夜、 この 五 千 人 劇場に は、 立 

錐の 余地 もなかった。 そして、 恰度 その 晚 —— 五月 十 

四日 は、 開場 三日 目の 夜に 当っていた。 

クルチ ザン 

ハム レットの 寵妃 



登場人物 



ムレ ッ卜 



のりみ づリん 

法 水 麟太郎 



王 クロ— ディア ス 

ンネ 



ルツ ドヰ ッヒ • 口 



王妃 ガ— トル— ド 



きぬが は あきこ 

衣川 暁 子 



父 王の 亡霊 



J 



侍従長 ポロ— ニァス L 



ポロ — 二 ァスの 息 

レイ ァ ティ ズ 



ト 保 内 精 



同 娘 

オフ エリヤ 



久来幡 江 



ホレ イシ ョ 



すえく じゃく 

陶 孔雀 



、 二人 亡霊 



こぼな ひせ、，、. 1 ち 

し、 レイ ァ ティ ズ 役の 小 保 内 精一 は、 音声 上役 どころ 

でない と 云った 訳で、 よん どころ なく 亡霊の 台詞 を 消 

し、 ポロ ー 二 ァスの 屍体 を、 幕 切まで 露わさない よう 

にした。 そして その 間に、 その 役の 淡 路研ニ を 使って、 

一 人 二役 を 試みる より 外になかった ので ある。 

つまり、 垂幕の 蔭 を 切り 穴 の 上に 置いて、 その 中 

で、 亡霊の 扮 装と 吹き 換え を 行い、 それが 済む と淡路 

は 穴から 奈落に 抜け、 舞台の 下手に 現われる と 云う 趣 

向に した。 

然し、 何故に 幡江 は、 その 二役の 淡路に 疑念 を 抱い 

ている のであろう か。 法 水 は その 一度で、 好奇心の 綱 



きっぱりした 確信 を湛 えた 顔に 変って しまった。 

が、 それ を 聴いた 瞬間、 検事と 熊 城 は 椅子 を 揺って 

笑い こけた が、 法 水 だけ は、 この 娘の 幻に、 不思議な 

信頼 を 置いて いるかの 如くに 見えた。 

「それ は 斯うなん です の。 ねえ 法 水さん。 貴方 だけ は 

真面目に お聴き 下さる でしよう ね。 いまの 幕の 間に、 

私 は 下手の 舞台 練習 室に 居りました。 それ は、 入水 (小 

川に 落ちて 溺れる オフ エリヤ 最後の 場面) の 際の 廻転 

に 馴れる よう、 実は 稽古して 居た からなん です。 と 云 

いますの は、 身体の 調子の せいです かしら、 どうも 廻つ 

ている うちに、 胸苦しく なって 来る のです。 それで、 



「しかし、 髭が 動いた と 云う 事に、 何 か 特別の 理由で 

も あるので すか」 

「ええ、 無論の こって すと も。 それが 隠そう たって、 

隠し 了せ ない、 父の 習慣なん ですから。 父 はいつ も、 

顔に チック (ビク ビク顔 を 顰める 無意識 運動) を 起す 

癖が あるんで すの。 ですから、 懐かし さ 半分、 怖 さ 半 

分で、 言葉が 咽喉に からまり、 目の前に 靄の ような も 

のが 現われて 来て、 もしゃしたら、 父 は 死んで いるの 

でない かと 思う と、 その 顔に 視き 込まれた ように 慄然 

となって、 もう 矢も楣 もな く、 私 は ハツと 眼 を 瞑 じて 

しまいました。 すると、 その 反動で、 廻転 椅子が 廻り 



なりました。 と 云う の は 側の 時計 を 見ます と、 それが 

恰度 九 時に なって いたから です。 いいえ 法 水さん、 た 

しかに 父 は、 いまこの 劇場の、 何処かに いるに 違い 御 

座い ません わ。 ところが 〔# 「ところが」 は ママ U 私達 は、 

どれ もこれ も 卑怯者ば かりなんで すの。 父の 一生 を 台 

なしにして、 あの 無残な 破滅に 突き落して しまった… 

〜」 

幡江は 膝頭 を わな わなと 顫 わせ、 辛ろう じて 立って 

いるよう に 思われた。 

所で、 彼女が いま、 九 時と 云う 時刻 を 口にした の だつ 

たが、 その 理由 を 云う と、 道具 建ての 関係で 時間が 遅 



れた 場合に は、 続く 二 場 を 飛び越えて、 次 を、 ォ フエ 

リャ 狂乱の 場と する 定めに な つ ていたから である。 

しかし、 不思議な 事に は、 検事の 時計 も、 熊 城の も、 

指針が まだ 九 時には 達して いなかった。 そして、 今が 

かっきり 八 時 五十 分 だとす ると、 その 時計が 九 時 を 指 

している 頃 は、 ほぼ 八 時 三十 分 頃ではなかった だろう 

か。 更に、 その 時計 を 進ませた と 云う のに は、 何か幡 

こば 

江の 追及 を 阻む 意外 〔# 「意外」 は ママ〕 にも、 意味が 

あるので はないだ ろうか —— などと 考えて 来る と、 法 

水の 頭の 中が 急に モャ モャ として 来た。 

ひきだし 

が、 思い付い たように、 化粧 鏡の 抽斗から 何やら 取 



In Jiis costumes lie recites 

The word the P5et to Jiis dear ones compjosed:-- 

Hinder Bortier, il: is pier sl;^ ぬ es. The flower of 

He^ven, once dreamed; now erstjled -Farea tell 

Jlap-PJ^ field; where joy forever dwells. H^il qll^ke 

viles. Lo, unexpected tort" 

〔訳文〕 彼 は 舞台の 上より して、 詩聖が その 最も 愛 

する ものの ために 作りし 章句 を唱 わん。 —— 隠れた る 

最 奥の 紅玉 石よ、 そ は 凡ゆる 場面に あり。 天国の 花よ、 

曾て 夢み しも、 今 はなされたり。 老いた る 序詞 役 共 は、 



つまり、 嘲罵 挑戦の 意志 を、 反対に 書き表 わして、 そ 

れを 対敵に 送る のです。 然し、 秘密の 感受性に 富んで 

いる 人間なら、 ほぼ これに 傾斜 体 文字が 混って いる I 

I それだけ でも、 妙に 唆られて 来る じゃありません か。 

僕 は 散々 捻った 揚句に、 とうとう 

電 信 符号 記法で、 相手の 意志 を 曝露す る 事 

が 出来ました。 大体 電 信 符 号で は、 D が 線 一 つに 

点 二つ (！.) なのです から、 短 線が T、 点 二つが I 

とすると、 D は TI なり I になって しまう じゃあ リま 

せんか。 つまり、 その 筆法で、 傾斜 体 文字の 何処か 一 

個所 を 変えて 行く のです よ」 



と 法 水 は、 傾斜 体 文字の 下に、 すらすら その 解語 を 

書き添えて 行った。 

すると、 見る見る 不思議な 変化が 現われて、 はて は 

天国が 奈落と 変り、 その 紙の あちこちから 見る だに 薄 

気味 悪い、 爪の 形が 現われ出た のだった。 

" Hinder, Border, UPJPIer stages, thie flower of 

Heaven, once dreamed; now fabled, farewell, 

Iiapipiy field; where joy forever dwells. Hail, qnak:e 

stiles. LP unexpected mort. 



〔訳文〕 奥、 前、 そして 高 舞台よ。 天国の 花よ。 そ 

は曽て 夢み しか ど、 今や 欺かれたり。 さらば 幸 ある 園、 

喜びと わに 住め ど。 来たれ、 列 柱 を 震い 動かさん。 見 

よ、 予期せ ざり し 獲物の 死 を 報ずる 角笛 を。 

ハイン ダ— ボ— ダ— アツ パ— 

「ねえ 幡 江さん、 奥、 前、 高 —— と、 この 沙翁 

舞台の 様式です が、 それ を 一生の 夢に 描いて いた 人と 

云えば、 まず 貴方のお 父さん 以外に、 誰が ありまし よ 

う。 然し、 法王 ァレキ サン ドル 六 世 はカテ リナ. リア 

リオから、 毒 を 含んだ 手紙 を 送られた とか 云います が、 

まさに それ を 読んだ とて、 死に はしなかった でしよう。 



ほうかん 

く、 云わば、 封 e 間 は 如何なる もので あるかと 云う 画幅 

に過ぎない — と」 

「封 巾 間 —— 。 ああ 貴女 も、 お父さんと 同じ 皮肉 を 僕に 

ソルディ . スント ■ ヒック ■ ベレン ダ . スント . ソルディ ダ 

云う のです か。 此処に 穢 わしき 者 あり、 彼処へ 去れ I 

I なんでしょう。 ハハ ハハ」 

そう 云って 法 水 は、 空虚 を衝 かれた ような 気持 を、 

わずかに 爆笑で まぎらわせて しまった。 が、 その 時、 

開幕の 電鈴が 鳴った。 

そして、 次の 幕 —— 「エルシ ノア 城外の 海辺」 が始 

ま つたので ある。 

然し、 その 幕から 始めて、 観客に は 見えない けれど 



めで もあろう か。 花 渡しの 場になる と、 彼女 自身が、 

或はそう なった ので はない かと 思われた ほどに、 狂い 

の 迫力が 法 水 を 驚かせて しま つ た。 

そして、 一人一人に 渡す 花に てんで 違った もの を 持 

ち 出した の を 見て、 三人 は 秘かに 顔 を 見合わせ たの 

だった。 

せリふ ス ウイ— ト ■ ピィ 

(ォ フエ リャの 台詞) 「さあ 連理 草 (レイ ァ ティ ズ に)、 

別れって こと、 それから 三色 董、 これ は 物思いの 花よ。 

ういきよ う 

あなたに は茴香 (王に) それから 小 田 巻。 あなたに は 

へ ル ゥンダ 

芸香 (王妃に)、 私に も 少しと つて 置こう。 これね、 



安息日の 祈 草と 云う のよ。 それから、 あの方に は、 雛 

菊 を 上げましょう。 ああ、 この 迷迭 香で も フル— ル- 

ド ゥ • ルシ \ い いえ 百合の 花 でも、 どっちで もい 

しぼ 

い の だけれ どき つ と 凋んで しまう にき ま つ てます わ、 

父の 没くな りました 時、 それ は 立派な 最期でした けど」 

と、 弥生の 春の 花 薔薇、 いとしの オフ エリヤ は、 そ 

うして 残りの 花 を、 舞台の 縁に ふり 撒く のだった。 

がその 時、 幡江は 暫く 前方の 空間 を瞋 めて いて、 そ 

こに 何やら 霧に 包まれながら 遠退いて 行く ような もの 

が、 あるかに 思われた。 



去った とき、 何ん ともた とえよう のない、 驚くべき 出 

来 事が 観客席に 起った。 

最初 は 桟敷の 後方から、 柱が 揺れる II と 叫ぶ 声が 

した かと 思う と、 その 劇 動が、 この 大 建築 を 忽ち 震い 

始め、 ぎっしりと 詰まった 五 千 人の 観客が、 悲鳴 を 上 

げ ながら 総立ちに なった。 

然し、 その 数 瞬 後に は、 また 夢から 醒めた ような 顔 

になって、 一度 はたし かに 覚えた 害の 震動が、 不思議 

にも その 瞬間 限りで 去つ てし まった のに 気が 附 いた。 

そして、 再び 視線 を 舞台に 向けた とき、 そこに、 何事 

が 起った のであろう か。 いきなり、 金 雀 枝の 幹に しが 



幡 江の 全身に は、 この 世なら ぬ 蒼白 さが 拡がって い 

た。 手足 を ダラ リと臥 かして、 その 顔に は 恐怖 も 苦痛 

の 影 もな く、 陰影の 深い 所 は、 殆ど 鉛色に 近かった。 

そして、 脣は緩 かな 弓 を 張り それに は 無限の 悲しみが 

湛 えられて いた。 

く； D すじ きす 

右の 頸筋 深く、 頸動脈 を 切断した 切り創 は、 余程 鋭 

利な 刃物で 切った と 見えて、 鋭い 縁 を そのまま、 パク 

リとロ を 開いて いる。 そして そこに は、 凝結した 血が、 

深い 溜り を 作って いて、 緞帳の 余 映で、 滲み出た 脂肪 

が 金色に 輝き、 素馨花 の 冠が 薄つ すらと 色附 いている。 

それが、 この 惨状 全体 を、 極めて 華やかな ものにして 



の 皮質た る や、 実に 整然 無比、 さながら 将棋盤の 如し 

さ。 ねえ 熊 城 君、 僕 は エイ メ- マル タン (花言葉の 創 

始者) じ やない がね。 人 は 自分の 情操 を 書き送る のに、 

強がち インキで 指 を 汚す ばかり じ やない。 それ を 花に 

托 けて、 送る 事 も 出来る だろうと 思う の だよ」 

そう 云って 法 水 は、 机の 蔭から 取り出した 花束 を、 

卓上に 置いた。 二人 は その 色 や 香りより かも、 法 水が 

繰り拡げて 行く、 美しい 霧に 酔わされて しまった。 

「君達に も、 記憶が 新しいだ ろうと は 思う が、 幡江は 

幕切れの 際に、 父の 最期と 云い、 これ だけの 花 を 舞台 

フ ラヮ— ■ クリ— パ— 

に 撒き散ら したの だ。 最初 は 花 葛 —— 夜 も 昼 も 



「それから 王妃の 衣川 暁 子に は、 二つの 花の 名 を 云つ 

た にも拘らず、 折れた 雪の下 を 渡した …… 」 

検事の 抗議に も 関わらず、 法 水 は ずけずけと 云い 続 

けた。 

「それ は 折れた 母の愛 —— なんだ よ。 ねえ 支 倉 君、 こ 

の 譬喩 の 峻烈 味 はどう だね。 

それから、 レイ ァ ティ ズの小 保 内 精一 に は、 

ホ ワイ 卜 . キャッチ フライ エロ—. 力 —- f シ ョ ン 

白蠅取 草と 黄 撫 子 を 渡して、 恥じよ、 裏切者 

—— と 云い 渡して いるの だし、 

あの方と 云って、 その 場に いない ポロ ー ニァス 役の 

フレンチ ■ マリ ゴ —ルド 

淡路研 二に は、 仏蘭西 金※ 花 〔# 「(浅 I さんず い) \ 皿」、 



口— カスト リヴェ ンジ 

237- 上 る〕 と 蝗豆草 を 渡して、 復謦、 

ァ フエ クシ ヨン ■ ビヨン ド ■ グレ —ヴ 

地下から 報い 〔# ルビ の 「ァ フエ クシ ヨン. ビヨン 

ド • グレ ー ヴ」 は 底本で は 「ァ フエ クシ ヨン. ビヨン. グレ ー 

ヴ匕 —— と 叫んで いる。 

勿論 その 二人に は、 風 間に 対する 裏切者と 云う 意味 

の、 風刺 を 送った 訳 だが、 寧ろ それ は、 主謀者だった 

ロン ネに 送られねば ならないだろう。 

所が また、 王に 扮 した あの 男に、 渡した 花と 云う の 

パ ー プル ■ ライラック 

が、 頗る 妙なん だよ。 第一に、 紫 丁 香 花 —— これ は 

フラヮ ー ■ マッシュ ル— ム 

初恋のと きめき だ。 それから 花 簞 草 は、 もう 信 

せられぬ と 云う 意味なん だし、 最後に は、 



一 気に 啜り 込んだ。 すると、 その 時 扉の 向う で、 衣摺 

れ がした かと 思う と、 その 隙間から、 楽屋 着 を 押えた 

孔雀の 腕が 現われた。 

彼女 は、 ズ カズ 力 入り込んで 来て、 法 水に 声をかけ 

た。 

カワン 卜 

「それなら、 私が 黒苺 を 貰った としたら、 どうす るん 

ジャス ティ ス. シ ャル. ビ ー ■ ダ ー ン 

です の、 曰く、 正義 は 遂行 されん —— でしよう。 私、 

幡 江さん の 事なら、 何んでも 聴いて 貰いたい と 思って、 

やって来 たんです の」 

「然し、 幡 江と 云う 人 は、 父親に 殺される 理由が、 一 

番 少ない 人物なん じゃありません か」 



した。 

「僕 は 円 i 形の 影が、 一体 何処 を 指して いたか、 知り 

たいので すよ。 貴女 は ミルトンの 『失 楽園』 の 事 を、 

誰から かお 聴きに なった 事が あります か。 これ は、 天 

上から 見た 地球の 話です が、 太陽の 蔭に なった 方に は 

円錐形の 影が 出来て、 それが 天頂に 達する と 夜半。 そ 

こと 六 時との 間が、 ほぼ 九 時になる と 云う のです。 つ 

まり、 童話の 神様が 見る 時計なん です よ」 

「ああ、 あの 悪魔が やって来た 時の こと …… 」 

ぼんのくぼ 

孔雀 はちよ つと、 白い 頸窩を 見せた が、 

「最初 は 多分 三時 前後だった でしよう。 それから 二度 



それ を 花言葉で 解釈す ると、 心の 秘密と 云う 事になる 

のです。 だが、 まあ それ は それと して、 それから 何故、 

台詞 を 台本 通りに 云わなかった のでし ようか。 

迷迭 香で も —— と 云って、 その 次に、 それでも 

百合の 花で もどつ ちで もい いの だけれ ど、 きっと 凋 

んで 〔# 「凋んで」 は 底本で は 「涸ん で 匕 しまう だろう I 

I と 云った。 しかも、 その 百合の 花 を、 フル— ル- ド- 

リ シィと 発音して いるので すが、 そうなる と 僕 は、 是 

が 非に もフロ イトぐ らい、 担ぎ出さなくて はなります 

まい。 何故なら、 人間の 心理的 機構と 云う もの は、 至つ 

て 奇妙な もので、 類似した 二つの 言葉が あると、 一方 



の 何処かに、 その 強い 方の ものが 影響して しまう ので 

す。 つまり フル— ル • ド • リシ ィと 語尾 を 云い 違えた 

の は、 迷迭 香と 云って、 l^ose と Mary と 二つの 言葉 

を 思い浮かべ たために、 それが 聯想 的に 引き出し たも 

のがあった からです。 ねえ ロン ネ君、 フル— ル- ド- 

リ シィ にフリ ー ドリ ッヒ —— 。 この 二つの 音が 非常に 

よく 似て いるた めに、 ルス を リシ ィと 発音して しまつ 

たのです よ。 つま リ迷迭 香で も 百合の 花で も —— と 

云った 台詞の 意味 は、 もし 女の子が 生まれたら 口 ー ザ 

か マリア、 男の子 だったら フリ— ドリ ッヒ と附 けよう 

。 そう 生まれる 子の 名 定め を、 幡江 がいじら しく 



やがて、 検事が いそいそ として、 その 意味 を 口にし 

た。 

「君 は 早々 に、 この 事件の 賽の目 を、 二つ だけにして 

くれた —— その 事 は、 何ん と 云っても 感謝す るよ。 幡 

江が、 自分の 仇敵で ある ロン ネ から 離れられず、 あま 

つ さえ、 その 種 を 宿して いるの だとしたら、 風 間の 憎 

悪 は、 第一 自分の 肉 身に かかって 行く だろう。 また、 

妻の ある ロン ネ にと ると、 幡 江が 仇し 子 を 生む と 云う 

事 は、 どんなに 怖し い 事 か。 そして、 幡 江から 堕胎 を 

お b- こ 

拒絶され たと すれば、 それ は 母子 ごと 葬ろうと したと 

云っても、 もはや 心理 上の 謎でなくなる の だ。 おまけ 



「何しろ 小 保 内に は、 照明 掛 りの 証言が あるんで すか 

らね。 自然 気の 強い 事 も 云える 訳です が 僕 は 今 始めて、 

舞台裏に も、 絶海の 孤島と 云う やつが あるの を 知り ま 

したよ。 所で、 これ だけ 云って しまえば、 もう それ 以 

外に、 お訊ねになる 事 はない と 思います が、 ああそう 

そう、 貴方から 幡 江さん の 幻覚 論 を 伺 うんで したつけ 

な」 

ピ ロケ— シ ョ ン 

「いや、 あの 両所 存在 (同時に 一 人の 人物が 異なった 

場所に 出現す る 事) の 謎なら、 とうから 僕 は 問題に し 

ちゃい ません がね」 

めじり 

法 水 は、 眦に 狡る そうな 皺を湛 えて、 云い 出した。 



「いや、 僕 は 決して、 そうと は 信じません ね」 

法 水 は 強く 否定して、 今までに ない 厳粛な 調子に 

なった。 

「そうな つたら 第一、 人間 生活の 鉄則が どうな つてし 

まう のでしょう。 父と 娘 —— その 間に は 無意識で すが、 

極く 微妙な X X X な 結合が あるので す。 いっそ この 事 

件 は、 父に 依って は 絶対に 行えない もの だ —— と 云い 

ましょう か」 

「では、 父で ない とすると」 

暁 子 は 冷やかに 云った が、 顔に は 包む にも 包み 了せ 

ようの ない、 憎悪の 波が 高まって 行った。 



です」 

と 冒頭 吐かれた 言葉に は、 女 二人の みならず、 検事 

も 熊 城 も 驚かされて しま つ た。 熊 城 は 透さず 抗議した。 

じょ ラと 1 つ 

「冗談 じ やない。 常套を 嫌う 君の 趣味 は、 いつもな 

ヒ ッゾン ■ ォ ー ケス トラ 

がらの 事 だが、 然し、 隠 伏奏 楽 所の 入口と 云えば、 下 

手の 遙か 外れ じ やない か。 そして、 そこと 奈落の 壁に 

は、 ほんの 腿が 入る 位の 丸窓が 二つ 三つ 明いて いるに 

過ぎない の だ。 だから、 道具方が 開閉器 室に 入る の を、 

あすこ ゆと 

見定めて からだと、 彼処へ 行く までに、 時間の 裕リが 

ない。 第一 君 は、 刺された のが 奈落の 中央 だと 云う 事 

を、 忘れて いるら しいね」 



間 九十 郎だ つたので ある。 

着衣 も、 腐 汁に 浸み た 所 だけ は、 腐って ボロボ 口に 

なり、 そこから 黄ばんだ、 雁 皮みたい な 皮膚が 〔# 「皮 

膚が」 は 底本で は 「皮 腐が 匕 視 いている。 眼窩に は、 … 

溜って いる だけで、 黒い バサ バサ 

した 髪が 跡に は、 肉の 表面が ドス 

黒い 緑色に 見える。 そして、 その上に は、 瘠せた 蛔虫 

のよう な 形、 

o 

しるし 

既に、 風 間 九十 郎の 上に は、 見る 影 もない 腐朽の 印 

が とどめられて いるの だった。 



郎は 自分が 出した 声 を 判別す る 訳 だが、 勿論 相手の 言 

どくしん 

葉 は、 読 唇 法 や 胸 震 読 法な どで、 読み取る 事が 出来る 

だろう。 然し、 この場合 もし 胸腔 を 圧迫した としたら 

自分が 口にした 音が、 耳底に は 異なって 響く に 相違な 

いの だ。 そうすると、 別れの 際に、 孔雀が 九十 郎の胸 

に 抱きつい たと 云う 事 は、 結果に 於いて、 その 微妙な 

法則が 如何なる 毒と 化した かも 判らない。 つまり、 自 

分の 意志に 反して 口に 出た と 信じた 言葉の ために、 九 

十郎は 死地に 誘われた に 相違ない の だよ。 それで 熊 城 

君、 九十 郎が半 聾で ある 事 を 僕が 知り 得た の は、 孔雀 

あ-. こ）' 

が 云った、 —— 喰 物 を 口にする 時 は 四辺 を 見廻す と 云 



ウイ ツチ クラ フ卜 + ォブ . ウイ ズ ダム 

「それが この 事件の 才 智の魔 術 さ。 詳しく 云 

うと、 オフ エリヤの 裳裾と 繰り出しの 調 帯に 孔雀が 驚 

くべき 技巧 を 施した からなん だ。 君 も 知っての 通り、 

オフ エリヤが 小川に 落ちた と 見せて、 幡 江が 函の 中に 

入る と、 下からの 風で、 裳裾が パッと 拡がる じ やない 

か。 そして、 その 拡がった 裳裾 を、 傘の ように 凋めな 

がら、 如何にも はまり 込んで 行く かの 体で、 腰 を 落し 

て 行った の だ。 だが、 そうすると 熊 城 君、 風が 裳裾の 

周リを 激しく 吹き上げ るので、 当然 オフ エリヤの 頭上 

に は、 その 輪廓な りに、 気 洞の 円柱が 出来て しまう。 

すると、 それに は 対流の 関係で、 下行す る 気流が 起る 
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